
講鑛 日本のものづくりの回帰に向けて
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ある 老舗の 種屋さ んの話 だ。 お店 に

出回っ ている 多くの農 作物 は、 品種改

良 が究極ま で進んで、 最
近の １代雑種

（Ｆ１） で は、 色や 形がそろ って いて 収

量も 多く商 業ベース に乗りや すい が、

そ れらから 取れる種 子では 次世代 が育

た な い。 そ れ に 引 き 換 え、 日 本 の 在 来

種 は、 色や 形が不揃 いで店 頭に並べる

に は適さな いが、 天候不順 な年でも そ

れに耐える 一部の 種が必 ず生き延 びて

次 世代に 繋がって いくの だという。

これと似 たこと が、 人 間社会 に
も起

こ っている ので はなかろう か。 日 本の

至 る とこ ろ で、 「赤信 号 でも 皆 で渡
れ

ば恐く ない」 様の こと が、
まかり 通っ

ている よう に思えて ならない。 生物の

多様 性と同 様に、 人 間社会 でも種々雑

多な多 様性 を認める価 値観 が欲 しい。

サバ ンナで は、 大き な象や強 いライ オ

ン だけでは 生き延 びられな いよう に、

強く 大きい 会社だけ では生 き延 びられ

な い。 い ろ ん な 会 社 が あ り、 い ろ
ん な

価値 観を持っ た人た ちがそ れぞれの 持

ち味 を活 かした働き 方で補 間 し合っ て

こそ、 より 耐性の高 い社 会が
成り立 ち、

不測 の事態 に直面 しても慌 てること な

く、 組織 が
生き延 びられる。

翻 って工 作機械 業界に目 を移す とき、

年 数兆円 規模の世 界市場 に対 して、 数

百社 が熾烈 な競争 を繰り 返している。

そ んな潮流 の中で、 各工作 機械メ ーカ

ー の持ち 味や特徴 を しっ かりと深 化さ

せ、 自ら の地歩を 固める 以外に、 将来

へ の道筋 は描け ない。 資 源のない 日本

にとって、 医療技 術やエ ネル ギ関連な

ど の グ リ ー ン イ ノ ベ ー シ ョ ン が 結 実 し

成 果を出 すまで にはま だ長時間 かかる

から、 当 分の間 は輸出の 過半
を 占める

精 密機 器類な ど工 作機械 を使っ たもの

づくり で、 日本
は飯を 食ってい か ざる

を 得 な い。
一方、
企業経 営者と しては、 国内生

産にこ だわるこ とより も会社の 存続 が

重要で、 工場の 国外進 出も止 むな しの

判 断で あろう し、 す でに工場の ほか株

主や従 業員、 役員 の多く を外 国人が 占

める日 本生ま れの国 際企業も 少なくな

い。 そう な れば、 製 造現場 に近い所 で

もの づくりの 技術開発 が進む であろう

し、 そ れ に 呼 応 し て、 使 用 さ
れ る 現 地

の工作 機械の 機能・ 性能が向 上するの

は必 定である。 工作 機械
メー カーと し

ても、 世界の
生産工 場となっ た東ア ジ

アの 国々な どに打っ て出て、 戦う以 外

に道 はないの だが、 それ によ って国 内

メ ー カ ー の 足 元 が 揺 ら い で は、 ま こ と

に 心 も と な い 限 り だ。 し か ら ば、 日 本

の工 作機械メ ーカ ーの生き 残りに は、

どんな策 があるで あろう か。 例え
ば
、

①加工技 術の強 みを活 かして、 国内

メ ー カ ー の 製 造 の 一 部 を 分 担 す る。

ＥＭＳ に類 似 した 機械 加工 の 受 託専 業

メ ー カ ー に 転 身 す る。

②国 内メ ーカ ーの製 品や製 造関連の

開発の 一部を 分担する。

③次 世代の 工作機械 の開発 に専念す

る
。

といっ た策な どはい かがであ ろうか。

次 に、 ③ に掲 げた 次世代の 工作機械

につ いて私見 を述べ てみた い。 そも そ

も苦 労 した 者が報わ れる社 会構造で な

く て は、 社 会 の 存 続 が 難 し い。 ユ
ー ザ

ー と と も に 開 発 し た マ ザ ー マ シ ン が、

トンビに油 揚げをさ らわ れる よう に、

ノウ ハウと ともに新 興企業 に持っ てい

か れたの では、
自前 の製 品が立ち 上が

ら ず、 開発 投
資も 回収でき ない。

こ こ で ち ょ っ と 考 え て み た い。 最 新

の 技術を 駆使 した 工作機 械を導 入すれ

ば、 ど ん な ユ ー ザ ー で あ っ て も、 高 い ・

付 加価値 の加工 ができる であろう か。

車 の運転 に例える なら、 運転の仕 方に

よ っ て、 所 要 時 間 や 乗 り 心 地、 燃 費、

さらに は事故の発 生確 率も異なっ てく

る。 ま してや自 由度の 極めて高 い工作

機械で は、 使い 方によっ て有
意 差が著

し く 異 な っ て く る は ず。 そ う な ら ば、

この有 意差を生 ずる根 源を突き 詰めて、

同 じ職 場内の他 の多く の工作機 械にも

敷桁 したとき、 他社 に先
んずる こと が

できる と考える。 その ような 次世代の

工作機 械を実 現 した いもので ある。

さ らに考え を巡らせ ると、 上流 に遡

及 しなけれ ば、 根本 解決に至 らない こ

とに気 づく。 若者の 理数科離 れ
は
、 か

なり 深刻だ。 鉛筆も削 ったこ とのな 若

者 に、 金属を 削らせる 愚は避 けたい。

まず は次世代 の若者 を育てる 小学校 の

先生 から理 数科嫌い を減ら し、 読み ・

書き ・算盤 を徹底 し、
また若 者に 自然

界の 妙に興 味を持 たせ、
も のづくり へ

の関 心を地 道に高め ていく ことか ら始

め ないとい けない。 人づく りには 長期

戦 略が不可 欠だ が、
昨今の 国家主 導者

た ちに望む のは無 理だろう か。

皇３８ 機 載、 披
．備


